
■みやぎ防災・減災円卓会議 2022年度の活動報告 

 

・発足から 8年目、震災 11 年経過後の伝承・啓発について情報交換 

・コロナ禍を受け、オンラインハイブリッド開催を継続 

・例会は活動報告を基本としつつ、プロジェクトは対面開催を再開 

 

◎例 会 

▽第 67 回例会・22年度総会（2022年 5月 27日、河北新報社別館ホール） 

議事 

1. 2021 年度活動報告 

2. 2022 年度活動方針（案）について 

3. 取り組みたいことについて意見交換 

講話・報告 

・「非常時に機能が変わるリバーシブルビル・仙台長町未来共創センターについて」 

フクダ・アンド・パートナーズ東日本事業部営業部担当課長 加藤祐氏 

・「震災報道若手記者プロジェクトについて」 

河北新報編集局次長兼報道部長  今里直樹氏 

コンテンツセンター記者 竹内明日香氏 

 

▽第 68 回例会（2022年 7月 21日、河北新報社別館ホール） 

議事 

2021年度・取り組みたいことについて意見交換 

宮城県が新設する震災伝承連携組織への参加について 

講話・報告 

・「宮城県津波新想定に対応する自治体の現状と課題」 

       岩沼市防災課 課長補佐 森俊幸氏 

 

 



▽第 69 回例会(2022年 9月 17日、河北新報社別館ホール） 

議事 

2022年度取り組みたいことについて意見交換 

講話・報告 

・「新たなステージに対応した防災教育の推進」 

         東北地方整備局 統括防災官 佐藤 正明氏 

・「いつもしも まねっこ防災！ー体験したとしないじゃ大違い–」 

         わしん倶楽部代表  田中 勢子氏 

 

▽第 70回例会(2022年 12月 16日、河北新報社別館ホール） 

議事 

第 2回「とことんトーク 311」とみやぎ「災害とメディア」研究会 WSについて 

講話・報告 

・「第 3回世界防災フォーラムについて」 

          一般財団法人世界防災フォーラム代表理事 小野裕一氏 

・「北海道・三陸沖後発地震注意情報について」 

          仙台管区気象台 気象防災部 地震情報官 髙濱 聡氏 

 

▽第 71 回例会（2023年 2月 15日、河北新報社別館ホール） 

会員の随時活動報告 

・「311キャンドルナイト 2023について」 

         実行委員長・金ヶ崎政伸氏 

 高校生実行委員・青陵中等高校生 



議事 

・第 2回「とことんトーク 311」とみやぎ「災害とメディア」研究会 WSの報告 

講話 

・「北海道・三陸沖後発地震注意情報について」(継続) 「長周期地震動の速報について」 

          仙台管区気象台 気象防災部 地震情報官 髙濱 聡氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎プロジェクト活動 

 年度初めに取り組みたいことを出し合った結果、下記のようなまとめになった。防災

運動会と新津波想定説明会参加は「宿題」となり、とりあえず、「311とことんトーク」

とみやぎ「災害とメディア研究会」については対面で実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            
                          

                       
          

                        
             

                           
                          

                        
            

                      
            

                                
                                 

                      



▽第 2回「311とことんトーク 2023」 

(2023年 1月 21日土曜日、仙台市太白区の「仙台長町未来共創センター」） 

とことんトークは「あの⽇の出来事、その後の歩み、現在の課題、未来への思いを語り合

う」「被災経験の有無、所属、肩書の違いを超えて、互いの体験や思いを出し切る」「そこか

ら、防災や伝承や復興について、共有、発信したいことを学びあう」ことを⽬指して企画さ

れました。2021 年 1 ⽉ 23-24 ⽇の第 1 回に続く 2 回⽬の今回は、産学官⺠・メディア

の各分野から 32 ⼈が参加。防災・SDGs 対応の先端ビル「仙台⻑町未来共創センター」を

運営するフクダ・アンド・パートナーズと丸和運輸機関に全⾯協⼒をいただき、災害対応機

能を完備したセンターの視察から始まりました。 

その後の本番の語り合いは、東北⼤学災害科学国際研究所の佐藤翔輔准教授の進⾏で進 

められ、6 グループに分かれて 12 年前の震災時とその後の各⾃の反省を出し合い、さらに 

震災伝承の課題や報道の位置づけ、円卓会議の役割などを巡って、意⾒交換しました。分野 

を超えた交流、語り合いの意義と円卓会議による防災発信の誓いを確かめ合いました。 

 

 



▽みやぎ「災害とメディア」研究会イベント 

「震災・災害報道のあすを見つめて」ワークショップ 

(2023年 2月 4 日土曜日、河北新報社 1階ホール） 

「震災・災害報道のあすを⾒つめて」は、コロナ禍で中断していた研究会の再開イベント

として 2022 年 5 ⽉に開催しました。今回は 5 ⽉の講話などを受けて、一線記者・デスクら

が震災報道や災害報道のあり方を話し合うワークショップをメーンに企画され、在仙の新

聞、放送、通信 14 社から約 50 ⼈が参加し、震災報道のあり方などを巡って所属先を超え

て課題や展望を出し合いました。 

 3.11 メモリアルネットワーク理事で⼤川伝承の会の永沼悠斗さん(石巻市)が冒頭、取材

を受ける被災者・当事者の視点で報道の課題を提起。永沼さんは取材後のフォローも含めて

記者とのコミュニケーションの重要性を説き、共同作業としての震災報道の深化を呼びか

けました。その後、6 班に分かれてワークショップを実施。「震災報道と災害報道の悩みや

課題」「その解決策」をテーマに現場の声を出し合い、「震災 12 年に何を伝えるのか」「震災

報道は何のためにあるか」といったテーマで意⾒交換しました。新聞、放送、通信の枠を超

えて入社 1 年の記者からベテランデスクまで語り合う機会はこれまでなく、「報道現場の交

流は新鮮で、視点を確かめ合う意義は⼤きかった」といった声が聴かれました。 

研究会の今後の運営について幹事役・事務局から提案があり、報道責任者の集まりで研究

会を位置づけ直し、現場の要望や意⾒を反映して持ち回りで企画を進める方向で体制を整

えることが了承されました。 

 

 


